
雨
の
名
前

著
者
／
高
橋 

順
子
　
写
真
／
佐
藤 

秀
明

　

天
泣
、
蛙
目
隠
、
狐

の
嫁
入
り
、
七
夕
流
し

…
こ
れ
ら
は
全
て
雨
の

呼
び
名
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
雨
の
名

前
を
紹
介
し
、
日
本
独

特
の
表
現
の
美
し
さ
を

感
じ
る
一
冊
で
す
。

編
集
後
記

　今月の表紙は「旧車まつり」です。写真のオープンカーは「ダットサン・フェアレディー」。現在のフェアレ
ディーＺの原型となった車です。製造から45年以上経っていますがボディーもエンジンもピカピカに整備され、
オーナー（持ち主）の愛着心がうかがえました。
　「旧車まつり」は、太子町を拠点に活動中の愛好団体がその魅力を多くの人に知ってもらおうと初めて企画さ
れたもので、宍粟市が会場をお貸しするという形で行われました。愛好団体のメンバーは「宍粟市民の皆さん
に感謝の気持ちでいっぱいです」と話され、閉会後にゴミ袋を持って会場内の隅々までゴミ拾いをされていた
のが印象的でした。	  安

宍
粟  
歴
史 

再
発
見

宍
し
さ
わ
の
こ
お
り

禾
郡
を
巡
る
②

「
播
磨
国
風
土
記
」

の
世
界

〜 

第
13
回 

〜

今月の
オススメ

図書館カレンダー
     休館日   　館内整理日（休館）

［開館時間］ 午前10時〜午後5時30分
世
界
の
美
し
い
透
明
な
生
き
物

	

編
集
者
／
澤
井
　
聖
一

　

ガ
ラ
ス
の
よ
う
な
羽
の

蝶
や
透
け
て
体
の
中
が

丸
見
え
の
魚
、
深
海
の

奇
妙
な
ク
ラ
ゲ
な
ど
、

見
た
こ
と
の
な
い
不
思

議
で
魅
力
的
な
透
明
生

物
た
ち
の
世
界
が
広
が

る
写
真
集
で
す
。

毎月第２金曜日
午前10：00～11：30

「源氏物語」と「平家物語」の
世界を講師による解説で楽し
みます。
参加費無料（テキストは有料）

問合せは図書館へ

古典を読む会
宍粟市立図書館 ☎ 62-4620

皇
は
、
中
大
兄
皇
子
や
藤
原
鎌
足

に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
大
化
の
改
新

の
翌
日
に
即
位
し
た
天
皇
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
改
革
の
ひ
と
つ
に
地

方
の
行
政
組
織
の
整
備
が
あ
り
、

比
治
里
の
記
事
は
古
代
の
政
治
改

革
の
記
憶
を
反
映
し
た
も
の
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
な
お
、
里
名
は
、

こ
の
里
の
里
長
と
な
っ
た
「
山
部

比
治
」
と
い
う
人
の
名
前
に
由
来

し
ま
す
。
山
部
は
大
化
の
改
新
以

前
か
ら
あ
っ
た
、
朝
廷
の
山
林
を

管
理
す
る
集
団
で
、
播
磨
で
も
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、「
播
磨
国
風
土
記
」

は
他
の
風
土
記
に
比
べ
、
お
酒
に

関
す
る
話
が
多
い
こ
と
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
中
で
も
有
名

な
の
が
、
比
治
里
の
「
庭
音
（
に

わ
と
）
村
」、
も
と
「
庭
酒
（
に

わ
き
）」
の
村
の
話
で
す
。

　
あ
る
と
き
、

「
大
神
」
の
「
御

粮
（
み
か
れ

い
）」
が
ぬ
れ

て
、
カ
ビ
が
生

え
て
し
ま
い
ま

し
た
。
大
神
は

伊
和
大
神
、
御

粮
は
神
饌
と
し

「
風
土
記
」
の
酒

　
風
土
記
の
時
代
、「
宍
禾
郡
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
宍
粟
市
。
宍
禾

郡
の
里
で
最
初
に
登
場
す
る
の

が
、
宍
粟
市
山
崎
町
の
比
治
（
ひ

じ
）
地
区
に
当
た
る
と
さ
れ
る
比

治
里
で
す
。

　
揖
保
川
流
域
は
、
古
く
は
「
揖

保
郡
」
と
い
う
一
つ
の
郡
で
し
た
。

孝
徳
（
こ
う
と
く
）
天
皇
の
時
に

郡
が
二
つ
に
分
け
ら
れ
宍
禾
郡
が

成
立
し
た
と
、
こ
の
里
の
地
名
由

来
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
孝
徳
天

て
供
え
ら
れ
る
蒸
し
た
米
、

強
飯
（
こ
わ
め
し
）
の
こ
と

と
さ
れ
ま
す
。
さ
て
、
カ
ビ

が
生
え
た
御
粮
は
酒
に
変
わ

り
ま
し
た
。
そ
れ
を
神
さ
ま

へ
供
え
る
庭
酒
と
し
、
酒
宴

が
催
さ
れ
た
と
風
土
記
は
記

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、
米

麹
に
よ
る
酒
作
り
の
日
本
最

古
の
資
料
で
す
。

　
庭
酒
村
は
ど
こ
か
、
定
説

は
あ
り
ま
せ
ん
。
候
補
地
の

一
つ
が
一
宮
町
能
倉
（
よ
く

ら
）
に
鎮
座
す
る
式
内
社
・

庭
田
神
社
で
、
室
町
時
代
の

地
誌
「
峯
相
記
」
に
伊
和
大

明
神
の
一
族
の
社
と
し
て
挙

が
っ
て
い
ま
す
。
神
域
を
流

れ
る
水
は
「
宮
居
の
泉
」
を

水
源
と
し
、
冬
で
も
温
か
い

こ
と
か
ら
「
ぬ
く
ゐ
川
」
と

呼
ば
れ
、
伊
和
大
神
が
干
飯

を
漬
け
て
ひ
と
休
み
し
た
と

こ
ろ
、
干
飯
が
発
酵
し
て
酒

に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
風
土
記
の
伝
承
と
庭

田
神
社
の
聖
な
る
泉
、
こ
の

二
つ
が
結
び
つ
い
て
生
ま
れ

た
伝
説
な
の
で
し
ょ
う
。

（
播
磨
学
研
究
所
研
究
員
　
埴
岡
真
弓
）

おいでよ図書館へ
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「宍禾郡を巡る『播磨国風土記の世界』」しそうチャンネルで6月26日から7月10日まで放送予定。
ぜひご覧ください。番組表は宍粟市HPやテレビの「番組表ボタン」で確認できます。

この広報紙は環境保護のため、植物油インキと古紙再生紙を使用しています。
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